
 

第三の居場所 課題 
全体支援チーム 

分野 なから（御代田町） 末広プロジェクト（諏訪市） Hug（松川町） にっこりひろば（長野市） 

共通 ・コロナ禍で参加人数を制限 ・利用者数が伸び悩み ・コロナ禍で参加人数を制限 ・コロナ禍で参加人数を制限 

・放課後の居場所は人数制限により近

場の利用者が主 

→来年度は対策を強化しながら制限

を外す方向で検討 

・プラザ等との棲み分けのため、帰宅し

ないと利用できない 

学習支援 平日週５回  7 人 

土曜日   10 人 

・コロナ禍により上田高校ボランティ

ア休止（R3.３月再開） 

・静かな環境で学習できるように隣に

併設したので新たな人材確保 

平日週１回  10 人 

 

・週１回しか開催できていない 

平 日  週３回 11 人（小学生のみ） 

個別支援  週５回 21 人 ※収益事業 

・不登校生徒の学校との連携が不十分 

・人件費の確保 

・個別支援は、受入人数に限度あり 

・中間教室としての運営の確立 

平日週４回 放課後 10 人（金 15〜20 人） 

平日週１回 朝１〜2 人 

・高校生、大学生のボランティアを休止 

・利用者の人数制限とともにスタッフ

数も制限している 

→来年度は状況によりお願いする 

食事提供 公開: 週 2～3 回 12 人 

非公開:週 3 回   ７人 

 

月１回 20 人 

 

・新型コロの影響で週 1 回の食事提供

を R2.3 月に中止 

水曜日（弁当配布）20 人 10月再開 

月１回 フードパントリー（20 世帯/回） 

金曜日 15〜20 人 

月１回 フードパントリー（50 世帯/回） 

生活支援 相談支援：週 1 回 

・相談件数の増加により支援員の増員

が必要 

※現在休止中 

・コロナ禍で相談支援、子育てサロン未

実施 

相談支援、就労支援：随時 居場所 ：週 4 回 

LINE 相談：随時 

収益事業 野菜の栽培・販売  （ 10千円） 

日本語学校・学習塾 （600千円） 

こども食堂     （450千円） 

手作り品販売・寄付 （300千円） 

 

・他の業務量が増加し、学習塾縮小 

・畑作を指導する人材の確保 

プレイパーク体験教室（  0千円） 

ランチ提供     （  0千円） 

貸館        （ 24千円） 

 

 

・ランチの安定した客数確保 

カフェ運営、弁当や総菜販売（2,400 千円） 

学習塾         （1,800 千円） 

 

 

 

・昼間カフェはコロナ禍により予約制

となり収益が減少 

・フリースクール事業実施検討 

・弁当や総菜の販売を拡大 

総菜販売、弁当販売（534 千円） 

研修・講座事業  （138 千円） 

居場所事業    （110 千円） 

物販              （ 17 千円） 

場所貸し          （ 70 千円） 

・惣菜は１回で作れる量に限界あり 

→販売の時間を増やす（1 日２回転） 

 

市町村との連携 

 

心理士派遣 

からだ探検隊への助成（0 千円） 

ふるさと納税    （0 千円） 

個別学習支援（場所代）（24千円）  トワイライトステイ事業（0千円） 

・現状の学習支援より負担増となるた

め、同事業が利用されない 

・世帯収入が判明するため、勧めにくい 

企業との連携 現在なし 商工会（検討中） 

・SDGs 推進検討企業から、人材やノウ

ハウをもらい収益イベントを実施 

家賃、水道光熱費無料 現在なし 

・個人の寄付はあるが組織としてなし 

その他  ・駐車場がない。 

・活動の理解者、協力者の不足 

・ﾌﾘｰｽｸｰﾙ開始にあたり、常駐職員の人

件費と利用料金との分岐点が難しい 

 



 

 


